
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発

 

 

 

発 

 

達 

 
支 セ 

 

援 

 

― 

タ 
ン 

 
だ 

平成３０年３月２６日発行 守山市発達支援センター 
守山市下之郷三丁目２番５号 守山市福祉保健センター（すこやかセンター） 
Tel：077-582-1158 Fax：077-581-1628 E-mail：hattatsu@city.moriyama.lg.jp 

よ 

平成 29 年度 年度末号 

 

り 

平成２９年度相談状況（２月末時点） 

 

784

144
30 15

774

170 132
15

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

発達相談 ひきこもり相談 就労相談 その他

相談内訳

平成28年度人数 平成29年度人数
 

973

1091

900

920

940

960

980

1000

1020

1040

1060

1080

1100

平成28年度人数 平成29年度人数

相談総数

 

22

39
35

21
16

21

9

32

47

31

54

35 35

22
26 23 20 19

0

10

20

30

40

50

60 就学後発達相談内訳

平成28年度人数 平成29年度人数 

458

153
87

391

203

64

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

園 小学校 中学校

校園別発達相談数

平成28年度人数 平成29年度人数

・義務教育終了後も発達支援課において継続した支援を実施していることから、青年期における

ひきこもり相談や就労相談が増加している。 

・ライフステージの変化に応じて困り感が生じることから、小学校では低学年の相談、中学校で

は１年生の相談が増加している。 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RivbZG7TJX2x4AKxKU3uV7/SIG=11vjj150d/EXP=1463041734/**http:/www.wanpug.com/illust/illust4630.png
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特別支援教育研修会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回特別支援教育研修会 
演題：就労に向けた幼少期からの支援について 

講師：竹内
たけうち

義
よし

博
ひろ

 先生（滋賀医科大学附属病院 小児発達支援講座 特任教授） 

   阪上
さかうえ

由子
ゆ う こ

 先生（滋賀医科大学附属病院 小児発達支援講座 特任准教授） 

   上羽
う え ば

智子
さ と こ

 先生（守山市民病院 小児科医師） 

日時：平成２９年８月２１日（月）午後 

場所：コミュニティ防災センター １階研修室 

対象：市内各校園の教職員、関係機関等の職員 

参加者：１１７名 

参加者の声（一部抜粋） 

特性を能力につなげられる支援

という言葉がとても響きました。 

相談スキルが大切 

安定した就労には「ソフトスキル（挨拶や身だし

なみなど、仕事以外の能力）」の支援が大切である。

とくに、特性とうまく付き合えるようになるために

は、幼少期から困ったことを相談して解決していく

経験を積み重ねることが必要である。 

第２回特別支援教育研修会 

演題：発達支援にかかる集団づくりにおいての合理的配慮について 

講師：福岡
ふくおか

寿
ひさし

 先生（日本相談支援専門員協会 顧問）       

 

日時：平成２９年１１月２９日（水）午後 

場所：コミュニティ防災センター １階研修室 

対象：市内各校園の教職員、関係機関等の職員 

参加者：９１名 

参加者の声（一部抜粋） 

・本人への寄り添いを勘違いしない、させない、

誤学習をさせないということに気をつけて

対応していきたいと思います。 

・特別扱いではなく、特性を理解した手がかり

を与えることの大事さを学びました。 

・児への配慮について、職員同士で対応の仕方

を共通理解していかなくてはいけないと痛

感しました。 

支援は頭脳プレー 

支援者は、対象児の行動を観察しなが

ら、どこに苦手さがあるのか、どうすれば

できるのかなど、児の行動の背景を考え

て、場所、道具、活動の工夫を行うことが

大切である。 

また、支援者同士が対象児のことを共

通理解し、役割分担をしながら一貫した

関わりを行うことが有効である。 

ＤＶＤ貸し出します！ 


